
分
岐
点
に
た
つ
「
教
養
」
的
翻
訳
叢
書
―
―
小
学
館
「
少
年
少
女
世
界
の
名
作
文
学
」
の
意
味
―
―

佐

藤

宗

子
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一
九
六
四
年
か
ら
刊
行
が
開
始
さ
れ
た
小
学
館
「
少
年
少
女
世
界
の
名
作
文
学
」
は
、
先
行
し
て
一
九
五
〇
年
代
に
刊
行
さ
れ
た
創
元
社
と
講
談
社
の
二
つ
の
「
地
域
割
り
」
叢
書
の
形
式
を
受
け
継
ぐ
形

式
を
と
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
先
行
二
叢
書
と
は
内
容
と
外
観
の
双
方
で
、
か
な
り
異
な
る
様
相
と
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
「
地
域
割
り
」
の
巻
数
の
割
り
当
て
方
、
収
録
作
品
の
傾
向
、
訳
出
の
方

法
等
の
特
徴
を
検
証
し
、
そ
の
後
、
と
く
に
本
体
に
は
め
込
ま
れ
た
表
紙
絵
に
焦
点
化
し
な
が
ら
、
視
覚
的
情
報
の
盛
り
込
ま
れ
方
に
も
目
を
向
け
た
。
そ
の
中
で
、
一
般
文
学
か
ら
の
作
品
収
録
が
多
い
半

面
、
い
わ
ゆ
る
「
和
文
和
訳
」
の
方
式
が
多
用
さ
れ
る
こ
と
が
も
た
ら
す
弊
害
が
生
じ
て
い
る
こ
と
、
表
紙
を
飾
る
カ
ラ
ー
の
泰
西
画
群
が
形
成
す
る
別
種
の
「
教
養
」
が
想
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
明

ら
か
に
し
た
。
ま
た
、
こ
う
し
た
形
態
の
叢
書
の
出
現
が
、
経
済
成
長
を
背
景
に
し
て
、
児
童
文
学
が
産
業
と
し
て
発
展
し
て
い
く
中
で
見
ら
れ
る
点
に
も
着
目
し
た
。

キ
ー
ワ
ー
ド：

児
童
文
学
（C

hildren’s
literature

）

翻
訳
（translation
）

少
年
少
女
（boys

and
girls

）

教
養
（cultural

education

）

叢
書
（series

）

一

一
九
五
〇
年
代
に
刊
行
さ
れ
た
、
創
元
社
と
講
談
社
の
二
つ
の
い
わ
ば
「
地
域
割
り
」
の
少
年

少
女
向
け
翻
訳
叢
書
が
、「
教
養
形
成
」
の
役
割
を
果
た
す
べ
き
も
の
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
た

こ
と
に
つ
い
て
は
、
こ
の
数
年
の
追
究
で
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
。（
詳
し
く
は
『
千
葉
大
学
教

育
学
部
研
究
紀
要
』
第
五
七
巻
〜
五
八
巻
所
収
の
小
論
を
参
照
さ
れ
た
い
。）
そ
の
際
に
、
創
元

社
版
と
講
談
社
版
で
は
、「
教
養
」
の
捉
え
ら
れ
方
そ
の
も
の
に
差
異
が
あ
る
こ
と
も
判
明
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
一
九
六
〇
年
代
以
降
に
お
け
る
少
年
少
女
向
け
翻
訳
叢
書
で
は
、
こ
の
「
地
域
割

り
」
方
式
を
受
け
継
い
で
い
く
の
が
、
小
学
館
刊
行
の
叢
書
に
な
る
。
一
九
六
四
年
か
ら
刊
行
開

始
と
な
る
「
少
年
少
女
世
界
の
名
作
文
学
」
を
皮
切
り
に
、
六
八
年
か
ら
の
「
カ
ラ
ー
版
名
作
全

集

少
年
少
女
世
界
の
文
学
」、
七
一
年
か
ら
の
「
ワ
イ
ド
カ
ラ
ー
版

少
年
少
女
世
界
の
名
作
」

と
続
く
。
講
談
社
と
並
び
、
児
童
文
学
出
版
の
大
手
で
あ
る
小
学
館
が
、
先
行
す
る
叢
書
の
独
自

な
方
式
を
ど
の
よ
う
な
か
た
ち
で
取
り
入
れ
た
の
か
、
そ
の
際
に
「
教
養
形
成
」
の
側
面
は
ど
の

よ
う
に
継
承
さ
れ
た
の
か
、
さ
れ
な
か
っ
た
の
か
。
そ
れ
は
、
一
九
六
〇
年
代
の
児
童
文
学
状
況

と
い
か
に
か
か
わ
り
を
持
つ
の
か
。
こ
う
し
た
問
題
意
識
の
も
と
に
、
ま
ず
は
、
小
学
館
版
「
地

域
割
り
」
の
嚆
矢
と
な
っ
た
「
少
年
少
女
世
界
の
名
作
文
学
」
に
焦
点
を
絞
り
、
内
容
と
造
本
の

双
方
に
目
を
向
け
て
、
検
討
を
進
め
る
こ
と
と
し
た
い
。

二

（
一
）

一
九
五
〇
年
代
に
は
、
創
元
社
「
世
界
少
年
少
女
文
学
全
集
」（
五
三
年
刊
行
開
始
）
と
講
談

社
「
少
年
少
女
世
界
文
学
全
集
」（
五
八
年
刊
行
開
始
）
の
二
つ
の
「
地
域
割
り
」
叢
書
が
刊
行
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さ
れ
、
い
ず
れ
も
児
童
文
学
出
版
上
、
大
き
な
意
義
が
あ
る
も
の
と
認
め
ら
れ
て
い
る
。
前
者
は

企
画
そ
の
も
の
の
独
自
性
、
後
者
は
そ
の
普
及
度
の
高
さ
な
ど
の
点
に
拠
る
。
し
か
し
、
そ
れ
に

よ
っ
て
他
の
出
版
社
か
ら
の
翻
訳
叢
書
が
「
地
域
割
り
」
一
辺
倒
に
傾
い
た
か
と
い
え
ば
、
そ
う

い
う
わ
け
で
は
な
い
。
今
回
の
検
討
対
象
で
あ
る
小
学
館
「
少
年
少
女
世
界
の
名
作
文
学
」
に
先

立
ち
、
あ
る
い
は
ほ
ぼ
同
時
期
に
刊
行
さ
れ
た
少
年
少
女
向
け
翻
訳
叢
書
の
構
成
が
ど
の
よ
う
な

も
の
で
あ
っ
た
か
を
、
偕
成
社
と
河
出
書
房
、
そ
し
て
先
行
す
る
小
学
館
の
叢
書
を
順
次
取
り
上

げ
て
確
認
し
て
お
く
こ
と
に
し
よ
う
。

ま
ず
は
、
一
九
五
九
年
か
ら
六
一
年
に
か
け
て
の
偕
成
社
「
児
童
世
界
文
学
全
集
」
で
あ
る
。

は
じ
め
二
二
巻
、
途
中
か
ら
二
五
巻
に
ふ
く
ら
ん
だ
こ
の
叢
書
は
、「
地
域
割
り
」
と
は
無
縁
で

あ
る
。
第
一
、
第
二
巻
を
「
世
界
童
話
名
作
集
」「
日
本
童
話
名
作
集
」
の
対
で
始
め
る
叢
書
構

成
は
、
そ
の
後
の
中
盤
、
終
盤
に
も
「
○
○
む
か
し
話
集
」、「
○
○
神
話
物
語
集
」
と
、
世
界
と

日
本
の
対
を
組
み
入
れ
る
。
そ
の
間
に
は
、
イ
ソ
ッ
プ
、
ア
ン
デ
ル
セ
ン
、
グ
リ
ム
の「
童
話
集
」

を
並
べ
る
こ
と
も
す
る
。
そ
の
他
は
基
本
的
に
、「
家
な
き
子
」
な
ど
は
一
点
で
、「
小
公
子
」「
ア

ン
ク
ル
・
ト
ム
の
小
屋
」
は
二
点
で
一
冊
を
成
す
よ
う
な
作
品
主
体
の
構
成
と
な
っ
て
い
る
。
作

品
の
配
列
は
、
概
し
て
い
え
ば
米
、
英
、
独
、
仏
、
伊
、
東
洋
の
順
で
、
こ
の
点
で
は
創
元
社
版

以
来
の
地
域
順
と
の
関
連
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
前
述
の
よ
う
に
、
冒
頭
は
じ
め
三
か
所
の

「
世
界
・
日
本
」
の
対
と
、
途
中
の
「
イ
ソ
ッ
プ
童
話
集
」
等
の
三
冊
配
置
に
よ
り
、
そ
う
し
た

言
語
圏
の
順
番
意
識
は
か
な
り
薄
ら
い
で
い
る
よ
う
に
み
え
る
。

次
に
、
少
し
遅
れ
て
一
九
六
六
年
刊
行
開
始
（
翌
年
完
結
）
の
河
出
書
房
「
カ
ラ
ー
版

少
年

少
女
世
界
の
文
学
」
二
四
巻
＋
別
巻
二
巻
を
み
て
み
よ
う
。
こ
ち
ら
は
、
第
二
巻
の
「
聖
書
物
語
」

な
ど
わ
ず
か
の
例
外
を
除
い
て
、
基
本
的
に
は
一
巻
に
二
〜
三
作
品
を
収
録
す
る
方
式
で
、
各
巻

の
題
名
も
そ
れ
ら
の
列
挙
と
な
っ
て
い
る
。
全
体
の
配
列
は
、
古
典
、
英
、
米
、
仏
、
独
、
ソ
連
、

北
欧
、
南
欧
、
そ
れ
か
ら
別
巻
の
シ
ー
ト
ン
「
動
物
記
」
と
フ
ァ
ー
ブ
ル
「
昆
虫
記
」
と
な
る
。

こ
ち
ら
は
ま
さ
に
、
実
質
的
に
は
「
地
域
割
り
」
配
列
と
い
っ
て
よ
い
。

そ
れ
で
は
、
小
学
館
で
先
行
す
る
叢
書
、「
少
年
少
女
世
界
名
作
文
学
全
集
」
で
は
ど
う
だ
っ

た
の
か
。
少
し
小
ぶ
り
で
基
本
的
に
は
一
冊
一
作
品
収
録
を
旨
と
す
る
こ
の
叢
書
は
、
初
め
に
シ

ル
バ
ー
版
二
八
巻
が
一
九
六
〇
年
か
ら
刊
行
開
始
と
な
り
、
そ
の
後
六
二
年
か
ら
続
け
て
ゴ
ー
ル

ド
版
が
同
じ
巻
数
（
二
九
巻
か
ら
五
六
巻
ま
で
）
を
六
五
年
に
か
け
て
刊
行
し
た
。
シ
ル
バ
ー
版
、

ゴ
ー
ル
ド
版
の
両
方
の
配
列
を
見
て
み
る
と
、
基
本
的
に
、（
古
典
）、
英
、
米
、〈
独
、
仏
〉、

（
ソ
連
）、
北
欧
、
南
欧
、
東
洋
、
日
本
、（
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
）
と
い
っ
た
流
れ
で
構
成
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
分
か
る
（
丸
カ
ッ
コ
は
片
方
の
み
に
あ
り
、
山
カ
ギ
カ
ッ
コ
は
順
番
が
逆
転
）。
つ
ま

り
、
こ
の
段
階
で
小
学
館
で
も
す
で
に
、
作
品
優
位
の
収
録
で
あ
る
に
せ
よ
、
創
元
社
、
講
談
社

と
続
い
た
「
地
域
割
り
」
を
念
頭
に
置
い
た
叢
書
構
成
が
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
う
し
て
み
る
と
、
創
元
社
が
切
り
ひ
ら
き
、
講
談
社
が
受
け
継
い
だ
「
地
域
割
り
」
の
発
想

が
、
自
然
に
各
社
の
叢
書
構
成
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
っ
た
様
子
が
よ
く
う
か
が
え
る
。
時
代
と

地
域
の
順
を
含
め
、「
世
界
」
の
「
文
学
」
を
概
観
す
る
際
に
は
そ
れ
が
順
当
な
も
の
と
い
う
認

識
が
、
各
社
の
企
画
に
関
わ
る
文
学
者
、
編
集
者
に
共
有
さ
れ
た
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。

そ
の
流
れ
の
中
で
、
あ
ら
た
め
て
「
地
域
割
り
」
を
掲
げ
る
叢
書
を
刊
行
す
る
と
い
う
の
は
、

そ
れ
だ
け
、
先
行
二
叢
書
と
の
差
異
化
も
図
る
必
要
が
あ
る
も
の
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
講
談

社
版
の
最
終
巻
刊
行
が
六
二
年
一
〇
月
、
そ
し
て
小
学
館
の
「
少
年
少
女
世
界
の
名
作
文
学
」
の

刊
行
開
始
は
六
四
年
九
月
。
時
期
か
ら
い
っ
て
、
遅
く
と
も
講
談
社
版
の
完
結
後
の
時
期
に
は
、

小
学
館
版
の
企
画
は
始
ま
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ど
の
よ
う
に
新
た
な
特
徴
が
付
さ
れ
て

い
っ
た
の
か
、
次
に
検
討
し
て
い
こ
う
。

（
二
）

小
学
館
「
少
年
少
女
世
界
の
名
作
文
学
」
は
、
監
修
者
、
編
集
委
員
に
そ
れ
ぞ
れ
著
名
な
文
学

者
た
ち
が
多
く
名
を
連
ね
る
。

監
修
者＝

川
端
康
成
、
中
野
好
夫
、
浜
田
廣
介

編
集
委
員＝

石
川

湧
、
岩
崎
純
孝
、
植
田
敏
郎
、
魚
返
善
雄
、
阪
本
一
郎
、
関

英
雄
、
奈

街
三
郎
、
滑
川
道
夫
、
福
井
研
介
、
村
岡
花
子
、
山
室

静
、
彌
吉
光
長

各
国
文
学
の
専
門
家
を
揃
え
る
ほ
か
、
日
本
の
児
童
文
学
者
、
国
語
教
育
の
専
門
家
を
擁
す
る

体
制
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
他
社
の
同
種
企
画
に
も
名
を
連
ね
る
よ
う
な
著
名
人
た
ち
が
、
実
際

に
ど
の
程
度
、
作
品
選
定
作
業
に
関
わ
っ
た
の
か
に
は
疑
問
も
抱
く
。
む
し
ろ
、
各
巻
の「
解
説
」

を
担
当
す
る
よ
う
な
関
係
者
の
中
に
、
実
際
を
取
り
仕
切
っ
た
者
も
い
た
の
で
は
な
い
か
、
と
も

考
え
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
イ
ギ
リ
ス
編
で
一
巻
、
ア
メ
リ
カ
編
で
二
巻
の
「
解
説
」
を
担
当
し

収
録
作
品
の
翻
訳
に
も
携
わ
っ
て
い
る
白
木
茂
な
ど
は
、
目
次
等
に
名
前
が
見
え
る
部
分
以
上
に

深
く
、
関
わ
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

五
〇
巻
を
全
体
的
に
概
観
し
た
一
覧
は
、
本
稿
の
末
尾
に
掲
載
し
て
お
く
。
そ
の
一
覧
か
ら
も

わ
か
る
よ
う
に
、
五
〇
巻
の
「
地
域
割
り
」
の
し
か
た
は
、
ま
さ
に
先
行
す
る
二
叢
書
に
準
じ
て

い
る
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
。
古
典
編
二
巻
、
イ
ギ
リ
ス
編
七
巻
、
ア
メ
リ
カ
編
九
巻
、
フ
ラ
ン
ス

編
八
巻
、
ド
イ
ツ
編
六
巻
、
ソ
ビ
エ
ト
編
五
巻
、
北
欧
編
二
巻
、
南
欧
編
二
巻
、
東
洋
編
三
巻
、
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日
本
編
五
巻
、
そ
し
て
伝
承
文
学
の
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
一
巻
と
い
う
構
成
は
、
地
域
の
分
け
方
と
並

べ
方
と
い
う
点
で
、
す
で
に
こ
の
配
列
の
流
れ
方
が
定
着
し
た
も
の
だ
と
い
う
印
象
を
与
え
る
。

そ
れ
と
同
時
に
、
す
ぐ
に
気
付
く
差
異
も
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
、
フ
ラ
ン
ス
、
そ
し
て
イ
ギ
リ
ス

編
の
巻
数
が
前
二
叢
書
に
比
し
て
多
く
、
北
欧
、
南
欧
、
東
洋
の
比
率
が
低
い
、
と
い
う
点
で
あ

る
。
こ
れ
は
後
に
述
べ
る
よ
う
な
収
録
作
品
の
選
定
基
準
や
翻
訳
・
再
話
の
し
か
た
と
も
大
き
く

関
わ
る
点
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
は
、
六
〇
年
代
に
入
り
、
新
し
い
作
品
を
翻
訳
す
る
に
は
翻
訳
権

の
取
得
の
必
要
、
当
該
言
語
の
専
門
家
に
よ
る
訳
出
、
完
訳
が
基
本
に
な
り
つ
つ
あ
る
情
勢
と

い
っ
た
背
景
が
影
響
し
て
い
る
の
は
間
違
い
あ
る
ま
い
。
そ
う
し
た
数
々
の
困
難
を
回
避
し
や
す

い
方
法
と
し
て
、
英
語
圏
の
作
品
重
視
や
少
し
古
い
時
代
の
一
般
文
学
の
選
択
が
図
ら
れ
た
。
そ

う
と
す
れ
ば
、
巻
数
の
多
い
地
域
が
英
米
と
フ
ラ
ン
ス
で
あ
る
こ
と
も
、
う
な
ず
け
る
。
他
方
、

「
世
界
」
全
体
を
見
渡
す
と
い
う
、
そ
も
そ
も
の
「
地
域
割
り
」
の
発
想
自
体
は
弱
ま
っ
て
い
る

こ
と
も
、
あ
わ
せ
て
指
摘
し
て
お
く
べ
き
だ
ろ
う
。

な
お
、
日
本
編
に
つ
い
て
は
、
古
典
作
品
が
極
め
て
広
範
囲
に
選
ば
れ
て
い
る
こ
と
、
近
代
以

降
の
作
品
に
お
い
て
、「
次
郎
物
語
（
第
一
部
）」
と
「
路
傍
の
石
」
の
長
編
二
編
で
一
巻
を
な
す

よ
う
な
収
録
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
は
目
を
向
け
て
お
き
た
い
。

さ
て
、
す
で
に
「
地
域
割
り
」
の
説
明
で
も
若
干
ふ
れ
た
が
、
注
目
す
べ
き
は
作
品
選
定
の
さ

れ
方
が
、
創
元
社
版
や
講
談
社
版
と
は
大
き
く
異
な
る
点
だ
ろ
う
。
何
よ
り
も
、
一
巻
当
た
り
の

収
録
作
品
数
が
多
い
。
そ
し
て
、
一
般
文
学
の
作
品
紹
介
を
多
く
含
む
。
地
域
ご
と
に
、
詩
作
品

の
収
録
も
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
推
理
小
説
や
Ｓ
Ｆ
な
ど
、
読
物
的
な
作
品
も
、
お
そ
ら
く
は
意

識
的
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

具
体
的
に
、
い
く
つ
か
の
巻
に
触
れ
な
が
ら
確
認
し
て
み
よ
う
。

ま
ず
、
収
録
作
品
数
が
少
な
い
巻
で
は
三
〜
四
作
程
度
だ
が
、
多
い
巻
で
は
、
七
〜
九
作
程
度

と
な
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
第
二
〇
巻
「
フ
ラ
ン
ス
編
二
」
の
場
合
、
収
録
さ
れ
て
い
る
の
は

「
三
銃
士
」「
あ
あ
無
情
」「
ペ
ロ
ー
童
話
」
と
、
最
も
少
な
い
作
品
数
で
あ
る
。
第
一
四
巻
「
ア

メ
リ
カ
編
五
」
で
は
、「
小
公
子
」「
小
公
女
」「
秘
密
の
花
園
」「
ワ
ン
ダ
ー
ブ
ッ
ク
」
の
四
作
。

こ
の
場
合
、
同
一
の
巻
に
バ
ー
ネ
ッ
ト
の
作
品
が
三
作
も
収
録
さ
れ
て
い
る
点
に
も
、
目
を
留
め

て
お
き
た
い
。
ほ
か
に
第
一
二
巻
「
ア
メ
リ
カ
編
三
」
で
も
、「
ト
ム
・
ソ
ー
ヤ
ー
の
冒
険
」「
王

子
と
こ
じ
き
」「
は
ね
が
え
る
」「
リ
ー
マ
ス
お
じ
さ
ん
」
と
、
や
は
り
マ
ー
ク
・
ト
ウ
ェ
ー
ン
の

作
品
が
三
作
採
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
特
定
の
作
家
の
重
用
が
、
ア
メ
リ
カ
編
の
巻
数
増
加
の

一
因
と
も
考
え
ら
れ
る
。

他
方
、
第
二
一
巻
「
フ
ラ
ン
ス
編
三
」
で
は
、「
巌
窟
王
」「
学
問
の
あ
る
ろ
ば
の
話
」「
い
な

か
医
者
」「
あ
ら
皮
」「
モ
ー
パ
ッ
サ
ン
短
編
」「
ミ
ュ
ッ
セ
詩
」「
リ
ラ
ダ
ン
短
編
」「
風
車
小
屋

だ
よ
り
」「
月
曜
物
語
」
と
、
目
次
の
見
出
し
で
は
九
作
品
の
扱
い
と
な
る
。
こ
の
場
合
、
詩
や

短
編
を
収
録
し
て
い
る
か
ら
見
出
し
が
多
く
な
る
面
も
あ
る
。
そ
れ
の
み
な
ら
ず
、
次
節
で
触
れ

る
よ
う
に
、
あ
の
大
長
編
「
巌
窟
王
」
が
、
ど
の
程
度
短
く
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
か
は
、
こ
う
し

た
収
録
状
況
か
ら
も
想
像
が
つ
く
だ
ろ
う
。
第
三
三
巻
「
ソ
ビ
エ
ト
編
一
」
な
ど
も
、「
隊
長
ブ
ー

リ
バ
」「
外
と
う
」「
せ
む
し
の
小
馬
」「
ル
ス
ラ
ン
と
リ
ュ
ド
ミ
ラ
」「
ス
ペ
ー
ド
の
女
王
」「
キ

リ
ス
ト
の
ヨ
ル
カ
に
召
さ
れ
た
少
年
」「
孤
児
ネ
ル
リ
」
と
、
少
年
少
女
向
け
の
叢
書
収
録
が
珍

し
い
作
品
が
多
く
、
ま
た
何
と
も
窮
屈
な
ほ
ど
の
目
次
の
詰
め
方
で
あ
る
。

詩
に
つ
い
て
み
る
と
、
イ
ギ
リ
ス
編
で
は
マ
ザ
ー
・
グ
ー
ス
の
ほ
か
に
、
ブ
レ
イ
ク
、
バ
イ
ロ

ン
、
ワ
ー
ズ
ワ
ー
ス
、
ア
メ
リ
カ
編
で
は
ホ
イ
ッ
ト
マ
ン
、
フ
ラ
ン
ス
編
で
は
ラ
マ
ル
チ
ー
ヌ
、

ミ
ュ
ッ
セ
、
ボ
ー
ド
レ
ー
ル
、
ベ
ル
レ
ー
ヌ
、
そ
し
て
ア
ル
ベ
ー
ル
・
サ
マ
ン
と
ア
ル
チ
ュ
ー

ル
・
ラ
ン
ボ
ー
と
フ
ラ
ン
シ
ス
・
ジ
ャ
ム
、
ド
イ
ツ
編
で
は
ハ
イ
ネ
、
メ
ー
リ
ケ
、
ソ
ビ
エ
ト
編

で
は
チ
ュ
ッ
チ
ェ
フ
、
エ
セ
ー
ニ
ン
と
、
か
な
り
多
く
の
詩
人
が
起
用
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
が
少

年
少
女
向
け
の
選
定
な
の
か
と
少
し
驚
か
さ
れ
る
ほ
ど
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
、
こ
う
し
た
詩
作
品

を
収
録
し
た
理
由
と
し
て
は
、
一
般
文
学
を
尊
重
し
て
い
る
こ
と
の
表
明
と
い
う
見
方
も
で
き
る

だ
ろ
う
。
た
だ
同
時
に
、
詩
で
あ
れ
ば
、
仮
に
複
数
作
品
を
収
録
す
る
と
し
て
も
さ
ほ
ど
ペ
ー
ジ

は
と
ら
な
い
。
そ
の
意
味
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
巻
の
ペ
ー
ジ
調
整
と
し
て
の
機
能
も
果
た
し
た
の
で

は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

読
物
的
作
品
に
つ
い
て
は
、
他
の
叢
書
等
で
も
、「
ホ
ー
ム
ズ
」
や
「
ル
パ
ン
」
と
い
っ
た
少

年
少
女
期
に
接
す
る
こ
と
の
多
い
作
品
の
収
録
は
し
ば
し
ば
見
受
け
ら
れ
る
。
し
か
し
、
本
叢
書

で
は
、「
透
明
人
間
」「
快
傑
ゾ
ロ
」「
ル
コ
ッ
ク
探
偵
」「
黄
色
の
へ
や
」、
あ
る
い
は
日
本
編
で

も
小
酒
井
不
木
「
少
年
科
学
探
偵
」
を
掲
載
す
る
な
ど
、
か
な
り
意
欲
的
に
通
例
と
異
な
る
作
品

収
録
を
し
て
い
る
傾
向
が
窺
え
る
。
も
っ
と
も
、
全
般
に
か
な
り
短
縮
さ
れ
た
収
録
の
さ
れ
方
で

は
あ
る
の
だ
が
。
と
も
あ
れ
、
こ
う
し
た
分
野
に
も
幅
広
く
目
配
り
を
し
、
少
年
少
女
に
手
渡
す

べ
き
も
の
と
し
て
捉
え
て
い
る
と
い
う
意
図
は
伝
わ
る
。

さ
て
、
こ
う
し
た
収
録
状
況
を
み
れ
ば
す
ぐ
に
予
想
さ
れ
る
通
り
、
次
に
目
に
つ
く
の
は
、
ど

の
よ
う
な
翻
訳
の
方
法
が
と
ら
れ
て
い
る
の
か
、
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
次
に
、

検
討
し
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

分岐点にたつ「教養」的翻訳叢書

５０８（１３）



（
三
）

「
地
域
割
り
」
で
あ
れ
作
品
主
体
で
あ
れ
、
児
童
文
学
の
翻
訳
叢
書
の
場
合
、「
完
訳
」
が
原
則

と
な
り
に
く
い
こ
と
は
ま
ま
あ
る
。
古
典
の
作
品
や
、
一
般
文
学
で
も
児
童
向
け
と
し
て
本
国
で

も
親
し
ま
れ
て
い
る
作
品
（「
ガ
リ
バ
ー
旅
行
記
」
な
ど
）
を
、
名
作
叢
書
は
多
く
収
録
し
が
ち

で
あ
る
た
め
で
あ
る
。
な
か
に
は
「
岩
波
少
年
少
女
文
学
全
集
」
の
よ
う
に
、
収
録
作
品
が
新
し

い
作
品
中
心
で
あ
っ
て
、
い
わ
ゆ
る「
名
作
全
集
」と
異
な
る
こ
と
も
あ
り
、
完
訳
が
基
本
と
な
っ

て
い
る
叢
書
も
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
そ
の
よ
う
な
叢
書
の
ほ
う
が
例
外
と
い
っ
て
よ
い
。
そ

れ
で
も
、
た
と
え
ば
一
九
五
〇
年
代
半
ば
の
創
元
社
版
は
、
意
識
的
に
初
訳
や
完
訳
を
入
れ
る
な

ど
、
当
時
と
し
て
は
画
期
的
な
業
績
を
残
し
た
。

そ
れ
に
比
べ
る
と
、
小
学
館
「
少
年
少
女
世
界
の
名
作
文
学
」
は
、
全
体
と
し
て
、「
少
年
少

女
向
け
に
文
章
を
あ
ら
た
め
る
」
こ
と
を
徹
底
す
る
方
針
を
貫
い
た
も
の
、
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

た
だ
し
、
こ
れ
は
、
必
ず
し
も
肯
定
的
な
評
価
と
し
て
述
べ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

本
叢
書
の
翻
訳
の
特
徴
は
、
一
つ
に
は
、
原
作
が
児
童
文
学
で
あ
る
作
品
は
比
較
的
長
い
ま
ま

で
、
一
般
文
学
で
あ
る
作
品
は
か
な
り
短
く
な
っ
て
、
収
録
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

も
と
も
と
児
童
文
学
で
あ
る
作
品
は
、
原
作
の
展
開
や
味
わ
い
を
そ
の
ま
ま
に
読
者
に
手
渡
す
こ

と
が
で
き
る
も
の
と
捉
え
ら
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
一
般
文
学
の
作
品
は
、
短
編
は
と
も
あ
れ
、

長
編
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
ど
の
よ
う
な
概
要
で
あ
る
か
を
大
ま
か
に
紹
介
す
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
、
と
考
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。

一
巻
の
中
の
配
列
で
い
う
と
、
概
し
て
児
童
文
学
の
作
品
は
冒
頭
な
い
し
前
半
に
お
か
れ
る
こ

と
が
多
く
、
一
般
文
学
か
ら
の
採
録
と
し
て
注
目
さ
せ
た
い
よ
う
な
作
品
は
末
尾
に
置
か
れ
る
こ

と
が
多
い
。
も
っ
と
も
、
児
童
文
学
作
品
の
収
録
が
多
い
イ
ギ
リ
ス
編
と
、
一
般
文
学
か
ら
の
収

録
が
多
い
フ
ラ
ン
ス
編
、
ま
た
古
典
が
比
較
的
多
く
収
録
さ
れ
て
い
る
巻
と
、
近
代
以
降
、
と
く

に
現
代
に
近
い
時
期
の
作
品
が
収
録
さ
れ
て
い
る
巻
で
も
状
況
は
異
な
っ
て
も
い
る
。

と
も
あ
れ
、
そ
の
よ
う
に
収
録
さ
れ
て
い
る
作
品
は
、
古
典
な
ど
を
除
き
、
翻
訳
方
法
に
つ
い

て
は
以
下
の
四
つ
の
い
ず
れ
か
で
示
さ
れ
て
い
る
。

１

○
○
原
作

□
□
文

２

○
○
原
作

△
△
訳
・
文

３

○
○
原
作

△
△
訳

□
□
文

４

（
詩
の
場
合
）

△
△
訳

詩
の
場
合
は
、
そ
も
そ
も
目
次
の
見
出
し
に
「
○
○
詩
」
と
詩
人
名
が
書
か
れ
て
い
る
の
で
、

４
の
よ
う
な
ス
タ
イ
ル
の
記
載
と
な
る
の
だ
ろ
う
。
さ
す
が
に
詩
の
翻
訳
で
、「
文
」
と
は
書
け

な
い
も
の
ら
し
い
。

一
方
、
１
〜
３
に
つ
い
て
は
、
第
二
二
巻
「
フ
ラ
ン
ス
編
四
」
の
よ
う
に
、
児
童
文
学
作
品
で

あ
る
「
家
な
き
子
」
や
「
家
な
き
娘
」
で
も
「
マ
ロ
原
作
／
山
内
義
雄
訳

西
山
敏
夫
文
」「
マ

ロ
原
作
／
津
田
穣
訳

お
の
ち
ゅ
う
こ
う
文
」と
３
の
形
式
を
と
る
こ
と
も
あ
る
し
、
同
巻
の「
ル

コ
ッ
ク
探
偵
」
な
ど
は
「
ガ
ボ
リ
オ
原
作
／
梶
竜
雄
訳
・
文
」
と
２
の
形
式
を
と
る
こ
と
も
あ
る
。

１
の
形
式
は
、
た
と
え
ば
第
二
六
巻
「
フ
ラ
ン
ス
編
八
」
の
「
モ
リ
エ
ー
ル
短
編
集
」
や
「
シ
ラ

ノ＝

ド＝

ベ
ル
ジ
ュ
ラ
ッ
ク
」
な
ど
が
そ
れ
に
当
た
る
。「
モ
リ
エ
ー
ル
原
作
／
后
藤
有
一
文
」

や
「
ロ
ス
タ
ン
原
作
／
村
松
千
代
文
」
と
あ
る
が
、
い
く
ら
な
ん
で
も
、
い
き
な
り
フ
ラ
ン
ス
語

の
原
文
か
ら
直
接
、
子
ど
も
向
け
に
再
話
す
る
こ
と
は
あ
る
ま
い
。
つ
ま
り
、
本
来
は
何
か
の
翻

訳
を
参
照
し
て
い
る
は
ず
だ
が
、
そ
れ
を
明
示
し
な
い
―
―
と
い
う
こ
と
な
の
だ
ろ
う
。
３
の
形

式
を
と
る
場
合
の
「
訳
者
」
は
、
自
分
の
訳
出
が
そ
の
ま
ま
で
は
な
く
て
子
ど
も
向
け
の
文
章
に

「
改
変
」
さ
れ
る
こ
と
を
了
承
し
た
人
、
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

３
の
形
式
は
、
俗
に
「
和
文
和
訳
」
と
称
さ
れ
、
児
童
文
学
に
お
け
る
い
わ
ば
「
ず
さ
ん
な
翻

訳
」
の
格
好
の
例
と
し
て
、
良
心
的
な
児
童
文
学
の
普
及
に
つ
と
め
る
戦
後
の
読
書
運
動
の
流
れ

の
中
で
は
、
初
め
か
ら
「
翻
訳
」
作
品
と
し
て
認
め
ら
れ
る
こ
と
が
な
く
過
ぎ
て
き
た
。
し
か
し

な
が
ら
、
大
手
の
小
学
館
刊
行
で
あ
る
本
叢
書
な
ど
は
、
実
際
に
書
籍
が
流
通
す
る
現
場
を
考
え

る
な
ら
、
当
然
な
が
ら
相
当
の
普
及
力
、
そ
し
て
影
響
力
を
持
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、

「
和
文
和
訳
」
の
実
態
解
明
は
、
日
本
の
児
童
文
学
史
の
中
で
や
は
り
見
過
ご
す
こ
と
の
で
き
な

い
問
題
で
あ
る
点
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

な
お
、
そ
れ
ら
の
訳
出
作
品
が
ど
の
よ
う
に
手
渡
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
た
か
と
い
う
点
で
は
、

「
読
書
の
て
び
き
」
や
各
言
語
圏
最
終
巻
収
録
の
「
○
○
文
学
の
歩
み
」
も
関
係
が
あ
る
だ
ろ
う
。

本
叢
書
の
「
読
書
の
て
び
き
」
は
、
か
つ
て
の
講
談
社
版
が
十
名
弱
程
度
の
国
語
教
育
の
現
場

に
い
る
教
師
が
手
を
替
え
品
を
替
え
、
き
わ
め
て
技
術
的
な
「
読
解
」
の
し
か
た
を
教
授
し
て
見

せ
た
の
と
は
、
少
し
異
な
る
。
い
う
な
れ
ば
「
解
説
」
を
も
う
少
し
砕
い
た
か
た
ち
で
の
、
作
品

理
解
の
た
め
の
解
説
的
な
文
章
、
と
い
っ
た
態
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
担
当
し
て
い
る
の
も
、
全
五

〇
巻
の
う
ち
九
割
近
く
に
あ
た
る
四
四
巻
を
滑
川
道
夫
と
関
英
雄
が
分
け
持
っ
て
い
る
（
滑
川
二

二
巻
、
関
二
一
巻
）。
残
り
は
森
久
保
仙
太
郎
が
六
巻
、
柳
内
達
雄
が
一
巻
の
み
を
担
当
し
て
い

る
。
お
そ
ら
く
は
、
作
品
紹
介
的
な
側
面
も
強
い
一
般
文
学
も
多
数
収
録
さ
れ
て
い
る
本
叢
書
で

あ
る
が
ゆ
え
に
、
国
語
教
育
的
な
丁
寧
な
読
解
を
収
録
作
品
全
体
に
行
う
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
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そ
の
た
め
編
集
委
員
で
も
あ
る
滑
川
・
関
の
二
名
が
中
心
に
な
っ
て
、
全
般
的
な
読
み
方
の
方
向

性
を
示
す
こ
と
に
し
た
の
で
は
な
い
か
。

ま
た
、「
○
○
文
学
の
歩
み
」
と
し
て
、
言
語
圏
・
地
域
ご
と
に
文
学
史
を
掲
載
し
て
い
る
の

は
、
補
助
的
な
「
教
養
」
の
意
図
が
こ
め
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
第
九
巻
「
イ

ギ
リ
ス
編
七
」
に
は
「
少
年
少
女
の
た
め
の
イ
ギ
リ
ス
文
学
の
歩
み
」
が
白
木
茂
執
筆
で
二
四
ペ
ー

ジ
に
わ
た
り
掲
載
さ
れ
、
そ
の
後
ろ
に
は
見
開
き
の
「
イ
ギ
リ
ス
文
学
年
表
」
も
載
っ
て
い
る
。

一
巻
が
五
〇
〇
ペ
ー
ジ
弱
の
大
部
の
叢
書
と
は
い
え
、「
文
学
の
歩
み
」
に
こ
れ
だ
け
の
ペ
ー
ジ

を
割
く
と
い
う
こ
と
は
、
や
は
り
、
単
に
一
編
ず
つ
を
読
む
だ
け
で
は
な
く
、
総
体
と
し
て
の

「
○
○
文
学
」
を
把
握
し
て
ほ
し
い
と
い
う
意
識
が
感
じ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
当
該

地
域
の
収
録
作
品
の
す
べ
て
を
読
む
こ
と
と
、「
○
○
文
学
の
歩
み
」
の
内
容
が
、
う
ま
く
調
和

し
て
い
る
か
ど
う
か
は
ま
た
別
の
問
題
で
は
あ
る
だ
ろ
う
が
。

「
解
説
」「
読
書
の
て
び
き
」、
そ
し
て
「
○
○
文
学
の
歩
み
」
と
い
っ
た
附
属
部
分
が
補
助
的

な
役
割
を
果
た
す
に
せ
よ
、
や
は
り
肝
腎
の
作
品
の
提
示
自
体
が
、「
和
文
和
訳
」
的
な
文
章
中

心
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
そ
こ
か
ら
「
教
養
形
成
」
に
資
す
る
何
か
を
享
受
す
る
こ
と
が
可
能

で
あ
る
の
か
、
疑
問
を
抱
か
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。

三

収
録
作
品
群
に
か
わ
り
、
本
叢
書
で
も
っ
と
も
「
教
養
」
的
な
匂
い
を
放
っ
て
い
る
の
は
、
お

そ
ら
く
は
本
体
に
は
め
込
ま
れ
た
カ
ラ
ー
の
表
紙
絵
で
は
あ
る
ま
い
か
。
そ
し
て
、
本
体
を
包
む

カ
バ
ー
の
、
さ
ま
ざ
ま
な
カ
ラ
ー
写
真
な
ど
も
、
少
年
少
女
読
者
の
興
味
を
引
い
た
こ
と
だ
ろ
う
。

本
叢
書
は
、
先
行
の
二
叢
書
と
は
異
な
り
、
そ
の
よ
う
な
視
覚
的
情
報
が
さ
ま
ざ
ま
に
取
り
込
ま

れ
て
い
る
。

収
録
作
品
名
が
ず
ら
っ
と
書
き
並
べ
ら
れ
た
函
か
ら
本
を
取
り
出
す
と
、
ま
ず
眼
に
入
る
の
は
、

そ
の
地
域
に
関
係
す
る
カ
ラ
ー
写
真
が
何
枚
も
並
べ
ら
れ
た
本
体
カ
バ
ー
で
あ
る
。
見
知
ら
ぬ
外

国
へ
の
関
心
を
高
め
る
よ
う
な
そ
の
カ
バ
ー
を
手
に
見
返
し
を
開
け
ば
、
本
体
見
返
し
に
は
古
代

の
貨
幣
が
薄
く
印
刷
さ
れ
る
な
ど
、
エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
な
雰
囲
気
が
さ
り
げ
な
く
演
出
さ
れ
て
い
る
。

一
方
、
カ
バ
ー
後
ろ
見
返
し
に
は
、
読
書
や
青
春
期
、
あ
る
い
は
人
生
に
関
わ
る
よ
う
な
偉
人

（
一
〜
二
人
）の
名
言
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
第
一
回
配
本
に
あ
た
る
第
一
四
巻「
ア

メ
リ
カ
編
五
」
の
場
合
は
、
次
の
よ
う
な
文
章
で
あ
る
。

＊
科
学
で
は
、
も
っ
と
も
新
し
い
著
作
を
選
ん
で
読
み
た
ま
え
。
文
学
で
は
、
も
っ
と
も
古
い

も
の
を
読
み
た
ま
え
。
古
典
の
文
学
は
た
え
ず
新
し
い
も
の
な
の
だ
。

バ
ル
ア
ー
・
リ
ッ
ト
ン

＊
読
む
価
値
の
あ
る
書
物
は
、
買
う
価
値
が
あ
る
。

ジ
ョ
ン
・
ラ
ス
キ
ン

「
ア
メ
リ
カ
編
」
に
イ
ギ
リ
ス
人
の
名
言
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
さ
す
が
に
そ
こ
ま
で

は
地
域
に
あ
わ
せ
た
選
定
は
さ
れ
て
い
な
い
。
第
一
一
巻
「
ア
メ
リ
カ
編
二
」
に
は
三
浦
梅
園
、

第
三
二
巻
「
ド
イ
ツ
編
六
」
に
は
吉
田
兼
好
の
こ
と
ば
が
選
ば
れ
て
い
る
く
ら
い
で
あ
る
。

そ
れ
は
さ
て
お
き
、
右
の
文
章
は
、
い
ず
れ
も
本
叢
書
の
作
ら
れ
方
を
考
え
る
な
ら
、
何
と
も

意
味
深
長
に
思
え
て
く
る
。
た
し
か
に
、
読
む
た
び
に
新
し
い
発
見
が
で
き
る
よ
う
な
作
品
こ
そ
、

古
典
で
あ
ろ
う
。
そ
う
し
た
読
む
価
値
の
あ
る
作
品
が
収
録
さ
れ
て
い
る
の
な
ら
、
大
部
で
そ
れ

な
り
の
値
段
が
つ
け
ら
れ
て
い
た
と
し
て
も
、
も
っ
と
も
な
こ
と
と
い
え
る
。
し
か
し
、
こ
の
叢

書
自
体
は
、
ど
う
な
の
か
。
収
録
さ
れ
て
い
る
作
品
の
原
作
自
体
は
、
そ
の
言
語
圏
・
地
域
の

「
文
学
の
歩
み
」
に
照
ら
し
て
一
定
の
評
価
を
得
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
に
せ
よ
、
そ
れ
が
か
な

り
短
縮
化
さ
れ
、
日
本
の
少
年
少
女
に
向
け
た
「
文
」
と
し
て
翻
訳
・
再
話
さ
れ
た
時
点
で
、
相

変
わ
ら
ず
「
読
む
価
値
の
あ
る
書
物
」
で
あ
り
続
け
て
い
る
と
は
、
お
よ
そ
言
え
ま
い
。
読
書
に

目
覚
め
た
少
年
少
女
が
こ
の
箴
言
を
先
に
眼
に
し
て
か
ら
ペ
ー
ジ
を
開
い
た
な
ら
、〈
カ
バ
ー
〉

と
〈
本
体
〉
の
間
に
存
在
す
る
大
き
な
落
差
に
、
何
よ
り
も
気
づ
か
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
。

だ
が
、
そ
ん
な
読
者
も
、
目
を
瞠
ら
さ
れ
た
こ
と
と
想
像
さ
れ
る
の
は
、
カ
バ
ー
を
外
し
て
本

体
を
手
に
し
た
時
で
あ
る
。
先
に
あ
げ
た
第
一
回
配
本
を
例
に
と
れ
ば
、
そ
こ
に
は
、
ベ
ー
ジ
ュ

を
基
調
に
し
た
本
体
の
表
紙
外
枠
を
あ
た
か
も
額
縁
の
よ
う
に
み
な
し
て
、
真
ん
中
に
、
ベ
ラ
ス

ケ
ス
「
王
女
マ
ル
ガ
リ
ー
タ
・
マ
リ
ア
の
肖
像
」
が
カ
ラ
ー
印
刷
で
は
め
込
ま
れ
、
画
中
の
少
女

が
こ
ち
ら
を
向
い
て
い
る
の
だ
か
ら
。
読
者
は
、
ま
る
で
画
集
の
一
ペ
ー
ジ
を
開
い
た
か
の
よ
う

に
、
品
の
あ
る
趣
の
絵
画
を
鑑
賞
す
る
こ
と
か
で
き
る
の
で
あ
る
。

実
は
、
各
巻
末
尾
に
は
、「
解
説
」
と
「
読
書
の
て
び
き
」
の
間
に
、「
表
紙
絵
解
説
」
の
ペ
ー

ジ
が
必
ず
見
開
き
で
、
設
け
ら
れ
て
い
る
。
五
〇
巻
を
通
し
て
、
東
京
芸
術
大
学
で
教
鞭
を
執
っ

て
い
た
伊
藤
廉
が
、
掲
載
す
る
美
術
品
の
選
定
と
解
説
を
担
当
し
て
い
た
。
選
ば
れ
る
の
は
、
基

本
的
に
は
絵
画
だ
が
、
以
下
に
示
す
巻
で
は
、
そ
れ
以
外
の
美
術
品
が
選
ば
れ
て
い
る
。

第
二
巻
「
古
典
編
二
」
…
シ
ャ
ル
ト
ル
本
寺
の
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス

第
三
四
巻
「
ソ
ビ
エ
ト
編
二
」
…
ラ
ベ
ン
ナ
の
聖
ビ
タ
ー
レ
寺
の
モ
ザ
イ
ク

第
四
二
巻
「
東
洋
編
一
」
…
イ
ラ
ン
の
ミ
ニ
ァ
チ
ュ
ー
ル

第
四
三
巻
「
東
洋
編
二
」
…
永
楽
宮
壁
画

分岐点にたつ「教養」的翻訳叢書
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第
四
五
巻
「
日
本
編
一
」
…
薬
師
寺
の
吉
祥
天
像

な
お
、
こ
れ
ら
の
記
載
か
ら
す
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
関
連
の
あ
る
美
術
品
が
選
ば
れ
て

い
る
か
と
思
い
が
ち
だ
が
、
必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
い
。
た
し
か
に
、
東
洋
編
と
日
本
編
は
、
そ

の
地
域
を
意
識
し
て
作
品
を
選
ん
で
い
る
。
右
記
以
外
で
も
選
ば
れ
て
い
る
の
は
、
東
洋
編
で
は

徽
宗
皇
帝
「
桃
鳩
図
」、
日
本
編
で
は
「
平
治
物
語
絵
巻
」、
安
藤
広
重
「
大
は
し
あ
た
け
の
夕
立
」、

岸
田
劉
生
「
麗
子
像
」、
横
山
大
観
「
無
我
」
と
い
う
具
合
で
あ
る
。
だ
が
、
そ
れ
以
外
の
区
分

に
つ
い
て
は
、
画
家
の
国
や
地
域
な
ど
は
全
く
考
慮
さ
れ
て
い
な
い
。
だ
か
ら
、
イ
ギ
リ
ス
編
に

レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
「
テ
イ
ト
ウ
ス
の
肖
像
」
が
、
先
に
あ
げ
た
よ
う
に
ア
メ
リ
カ
編
に
ベ
ラ
ス
ケ
ス

が
、
フ
ラ
ン
ス
編
に
レ
オ
ナ
ル
ド
・
ダ
・
ビ
ン
チ
の「
モ
ナ
・
リ
ザ
」が
、
ド
イ
ツ
編
に
ボ
ッ
チ
ィ

チ
ェ
ル
リ
の
「
聖
母
子
と
小
さ
い
ヨ
ハ
ネ
」
が
、
ソ
ビ
エ
ト
編
に
ピ
カ
ソ
「
大
ぐ
ら
い
の
子
」
が
、

掲
載
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、「
東
洋
」
と
「
日
本
」
は
、
明
ら
か
に
異
質
だ
が
、
他
の
欧
米
諸

地
域
に
つ
い
て
は
、
表
紙
を
飾
る
絵
画
の
選
定
に
と
っ
て
、
と
く
に
「
国
境
」
を
設
け
る
必
要
は

な
い
、
と
伊
藤
廉
は
判
断
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

念
の
た
め
、
西
洋
の
画
家
た
ち
の
名
前
の
み
、
第
一
巻
か
ら
列
挙
し
て
お
く
こ
と
に
し
よ
う
。

ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
、
ワ
ト
ー
、
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
、
不
明
「
若
い
王
女
の
肖
像
」、
セ
ザ
ン
ヌ
、

フ
ラ
ゴ
ナ
ー
ル
、
ゲ
イ
ン
ズ
バ
ロ
、
シ
ャ
ル
ダ
ン
、
モ
ネ
、
ド
ガ
、
ユ
ト
リ
ロ
、
ス
ー
ラ
、
ベ

ラ
ス
ケ
ス
、
ゴ
ヤ
、
ブ
ラ
ッ
ク
、
ピ
サ
ロ
、
カ
ン
デ
ィ
ン
ス
キ
ー
、
ダ
ビ
ッ
ド
、
マ
ネ
、
カ
ミ

ユ
・
コ
ロ
ー
、
ル
ノ
ワ
ー
ル
、
レ
オ
ナ
ル
ド
・
ダ
・
ビ
ン
チ
、
ポ
ー
ル
・
ゴ
ー
ガ
ン
、
ド
ラ
ク

ロ
ア
、
ミ
レ
ー
、
ル
ー
ベ
ン
ス
、
ホ
ル
バ
イ
ン
、
ボ
ッ
チ
ィ
チ
ェ
ル
リ
、
デ
ュ
ー
ラ
ー
、
ロ
イ

ス
ダ
ー
ル
、
ア
ン
リ
・
ル
ッ
ソ
ー
、
シ
ャ
ガ
ー
ル
、
シ
ニ
ャ
ッ
ク
、
ピ
カ
ソ
、
ブ
リ
ウ
ゲ
ル
、

ゴ
ッ
ホ
、
バ
ン
・
ダ
イ
ク
、
ラ
フ
ァ
エ
ロ
、
エ
ル
・
グ
レ
コ
、
ジ
ェ
リ
コ
ー

「
文
学
」
以
上
に
「
美
術
」
に
お
い
て
、
広
範
な
地
域
を
ま
と
め
た
「
西
洋
」
と
、「
東
洋
」、「
日

本
」
は
区
別
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、「
東
洋
編
」「
日
本
編
」
を
合
わ
せ
た
八
巻

を
除
く
四
二
巻
の
表
紙
を
飾
る
四
二
点
の
美
術
作
品
は
、
ま
さ
に
「
西
洋
」
的
な
「
教
養
」
を
培

う
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
と
し
て
、
い
わ
ば
画
集
を
叢
書
全
体
に
散
ら
ば
ら
せ
た
形
態
で
、
少
年
少

女
読
者
に
手
渡
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。

こ
の
「
少
年
少
女
世
界
の
名
作
文
学
」
の
函
に
巻
か
れ
て
い
た
帯
が
、
大
阪
府
立
中
央
図
書
館

国
際
児
童
文
学
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
も
の
に
は
残
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ
の
「
家
庭
の
名
作
図
書
館
」
を
解
説
す
る
よ
う
に
、「
内
容
も
外
観
も
こ
れ
ぞ
名
作
の

決
定
版
／
勉
強
べ
や
と
、
茶
の
間
を
飾
る
、
豪
華
保
存
版
／
あ
な
た
の
家
庭
の
誇
り

世
界
名
作

の
宝
庫
」
と
高
ら
か
に
謳
い
あ
げ
て
い
る
。「
内
容
」
と
「
外
観
」
―
―
た
し
か
に
、「
外
観
」
は

ま
こ
と
に
素
晴
ら
し
い
。
管
見
の
限
り
で
、
戦
後
に
刊
行
さ
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
叢
書
類
の
中
で
も

屈
指
、
と
い
え
る
。
そ
の
反
面
、「
内
容
」
に
つ
い
て
は
同
意
し
か
ね
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
、

節
を
あ
ら
た
め
て
考
え
、
本
叢
書
の
位
置
づ
け
を
し
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。

四

い
わ
ゆ
る
「
和
文
和
訳
」
の
再
話
に
つ
い
て
の
検
証
は
、
実
際
の
と
こ
ろ
、
児
童
文
学
研
究
の

中
で
あ
ま
り
取
り
上
げ
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
一
つ
に
は
、
文
学
性
の
点
か
ら
み
れ
ば
、
初
め
か

ら
「
作
品
と
し
て
、
論
外
で
あ
る
」
と
い
う
低
評
価
を
与
え
ら
れ
て
い
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
一
九

六
〇
年
代
あ
た
り
か
ら
高
ま
る
「
完
訳
主
義
」
の
風
潮
の
中
で
、
児
童
文
学
界
の
内
部
で
は
、
そ

れ
は
自
明
の
判
断
と
さ
れ
た
。
二
つ
に
は
、
そ
の
一
方
で
こ
う
し
た
形
態
の
翻
訳
叢
書
が
刊
行
さ

れ
る
背
景
に
あ
る
、
翻
訳
権
を
め
ぐ
っ
て
出
版
社
が
抱
え
る
問
題
や
、
児
童
文
学
者
た
ち
の
経
済

的
な
問
題
な
ど
は
、
う
す
う
す
分
か
っ
て
い
な
が
ら
、
問
題
と
し
て
真
正
面
か
ら
向
き
合
う
こ
と

を
避
け
て
き
た
経
緯
が
あ
る
だ
ろ
う
。

前
者
に
関
し
て
言
え
ば
、
私
自
身
は
す
で
に
一
九
八
〇
年
代
に
、
た
ま
た
ま
こ
の
叢
書
収
録
の

作
品
に
も
触
れ
て
、
再
話
の
問
題
を
論
じ
た
こ
と
が
あ
る
。「
再
話
の
倫
理
と
論
理
」（『
日
本
児

童
文
学
』
一
九
八
一
年
六
月
号
所
収
）
と
い
う
論
で
、
後
に
『「
家
な
き
子
」
の
旅
』（
平
凡
社
、

一
九
八
七
）
の
な
か
に
「
�

フ
ィ
リ
ッ
プ
作
品
の
半
世
紀
―
―
再
話
の
倫
理
と
論
理
―
―
」
と

し
て
収
め
た
。
そ
こ
で
取
り
上
げ
た
の
は
第
二
三
巻
「
フ
ラ
ン
ス
編
五
」
収
載
の
「
フ
ィ
リ
ッ
プ

短
編
」（
ル
イ
・
フ
ィ
リ
ッ
プ
原
作
／
淀
野
隆
三
訳

き
り
ぶ
ち
あ
き
ら
文
）
二
編
で
あ
っ
た
が
、

「
和
文
和
訳
」
の
過
程
で
不
必
要
な
改
変
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
し
た
が
っ
て
、

確
か
に
最
初
か
ら
低
評
価
と
き
め
つ
け
が
ち
に
な
る
こ
と
も
、
よ
く
理
解
で
き
る
。
ま
た
、
二
〇

一
二
年
七
月
二
一
日
に
日
本
イ
ギ
リ
ス
児
童
文
学
会
西
日
本
支
部
講
演
会
に
お
い
て
行
っ
た
講
演

の
際
、
聴
衆
の
一
人
か
ら
は
、
少
女
期
に
家
庭
で
定
期
購
読
し
て
い
た
こ
の
叢
書
の
文
章
に
な
じ

め
な
か
っ
た
体
験
が
語
ら
れ
た
。
つ
ま
り
、
読
書
の
習
慣
を
め
ざ
し
て
購
読
し
始
め
た
叢
書
に
よ

り
、
逆
に
「
読
書
嫌
い
」
を
生
ん
で
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
恐
れ
が
あ
る
、
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

他
方
、
こ
れ
も
個
人
的
な
読
書
経
験
か
ら
で
は
あ
る
が
、
必
ず
し
も
否
定
的
に
捉
え
る
だ
け
で

は
な
い
面
が
あ
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
中
学
生
の
時
期
に
、
こ
の
叢
書
が
全
巻

完
結
後
に
セ
ッ
ト
と
し
て
、
学
校
図
書
館
に
配
架
さ
れ
、
そ
の
う
ち
数
冊
を
読
ん
だ
記
憶
が
あ
る
。

た
と
え
ば
第
二
四
巻
「
フ
ラ
ン
ス
編
六
」
も
そ
の
一
冊
だ
が
、
す
で
に
他
の
翻
訳
や
再
話
で
親
し
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ん
で
い
た
「
ル
パ
ン
」
も
の
は
、
ま
っ
た
く
面
白
く
読
む
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
に
対
し
、「
狭

き
門
」
は
、
相
当
に
短
縮
さ
れ
て
い
な
が
ら
、
読
後
に
か
な
り
強
い
印
象
を
受
け
た
こ
と
を
記
憶

し
て
い
る
。
他
に
も
、
第
五
巻
「
イ
ギ
リ
ス
編
三
」
所
収
の
「
ポ
ン
ペ
イ
最
後
の
日
」
な
ど
は
、

そ
の
題
名
と
と
も
に
、
確
実
に
「
読
ん
だ
」
記
憶
が
残
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
も
と
も
と
一
般
文

学
と
し
て
厚
み
を
持
つ
作
品
は
、
相
当
に
圧
縮
さ
れ
「
和
文
和
訳
」
さ
れ
た
と
し
て
も
な
お
、
一

定
の
強
い
読
後
感
を
与
え
う
る
力
を
持
つ
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
こ
う
し
た

一
般
文
学
の
作
品
を
多
数
収
録
す
る
こ
と
自
体
の
意
義
は
、
保
た
れ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

そ
う
し
た
個
別
の
検
証
は
今
後
に
委
ね
る
と
し
て
、
現
段
階
と
し
て
は
、
翻
訳
・
再
話
の
全
体

方
針
が
、
先
行
す
る
二
叢
書
と
は
異
な
る
、
問
題
を
は
ら
む
も
の
と
な
っ
た
点
を
批
判
的
に
捉
え

て
お
く
。

後
者
に
つ
い
て
は
、
そ
も
そ
も
「
文
学
性
、
教
育
性
、
経
済
性
」
が
絡
み
合
う
中
で
、
児
童
文

学
の
翻
訳
・
再
話
が
な
さ
れ
る
と
い
う
根
本
を
改
め
て
想
起
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
右
の
よ

う
な
「
和
文
和
訳
」
が
生
ず
る
の
は
、
多
数
の
児
童
文
学
者
が
自
身
の
創
作
一
本
で
立
っ
て
い
け

る
状
況
が
困
難
な
中
で
、
い
わ
ば
当
座
の
請
負
仕
事
と
し
て
、
そ
れ
が
重
宝
さ
れ
て
し
ま
う
と
い

う
事
情
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
一
九
五
九
年
を
「
現
代
児
童
文
学
」
出
発
の
年
と
み
な
す
こ

と
と
と
も
に
、
そ
の
後
の
経
済
成
長
に
伴
う
児
童
文
学
の
発
展
期
が
、
そ
の
ま
ま
「
商
品
化
」
の

時
代
に
な
っ
て
い
っ
た
こ
と
も
、
現
在
、
児
童
文
学
批
評
に
お
い
て
は
共
通
認
識
と
い
っ
て
よ
い
。

そ
し
て
そ
れ
は
、
単
に
創
作
の
分
野
の
み
な
ら
ず
、
こ
う
し
た
翻
訳
の
分
野
に
お
い
て
も
顕
著
に

み
ら
れ
る
現
象
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

反
面
、
そ
の
「
経
済
性
」
は
他
方
で
は
、
従
来
の
叢
書
で
は
み
ら
れ
な
い
よ
う
な
、
豪
華
さ
を

演
出
す
る
こ
と
に
も
な
っ
た
。「
和
文
和
訳
」
の
登
場
す
る
内
容
と
、
印
刷
技
術
の
進
歩
に
よ
る

美
し
い
造
本
は
、
別
々
の
事
実
と
し
て
あ
る
の
で
は
な
く
、
児
童
文
学
が
お
か
れ
た
ま
さ
に
同
じ

状
況
の
中
で
、
現
れ
た
現
象
な
の
で
あ
る
。

小
学
館
「
少
年
少
女
世
界
の
名
作
文
学
」
は
、「
教
養
」
形
成
の
流
れ
を
受
け
て
出
現
し
た
「
地

域
割
り
」
叢
書
で
あ
る
こ
と
に
間
違
い
は
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
時
の
「
教
養
」
と
は
、〈
見
や

す
く
、
か
み
く
だ
か
れ
た
「
教
養
」〉
で
あ
っ
た
―
―
と
い
う
の
が
、
端
的
な
特
徴
と
い
え
る
だ

ろ
う
。

先
に
名
を
挙
げ
た
一
九
六
六
年
刊
行
開
始
の
河
出
書
房
版
は
、「
カ
ラ
ー
版

少
年
少
女
世
界

の
文
学
」
と
い
う
叢
書
名
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
小
学
館
で
こ
の
後
刊
行
さ
れ
る
の
は
、
六
八
年
か

ら
が
「
カ
ラ
ー
版
名
作
全
集

少
年
少
女
世
界
の
文
学
」、
七
一
年
か
ら
が
「
ワ
イ
ド
カ
ラ
ー
版

少
年
少
女
世
界
の
名
作
」
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
叢
書
名
に
「
カ
ラ
ー
」
を
謳
っ
て
い
る
点
に
眼

が
留
ま
る
。
本
叢
書
で
は
本
体
の
中
の
挿
絵
は
ま
だ
モ
ノ
ク
ロ
で
あ
る
が
、
こ
の
後
の
叢
書
は
い

ず
れ
も
、
内
部
の
挿
絵
の
カ
ラ
ー
化
を
図
っ
て
い
く
。
そ
れ
は
、
高
度
経
済
成
長
の
も
と
に
お
け

る
叢
書
の
需
要
が
ど
の
よ
う
な
も
の
に
移
り
変
わ
っ
て
い
っ
た
か
を
、
暗
に
物
語
っ
て
も
い
よ
う
。

収
録
作
品
の
傾
向
や
「
和
文
和
訳
」
の
実
態
、
表
紙
絵
の
傾
向
と
特
徴
、
カ
バ
ー
見
返
し
の
名

言
に
う
か
が
え
る
思
想
、
地
域
バ
ラ
ン
ス
の
あ
り
方
、
日
本
編
の
内
容
検
討
な
ど
、
本
叢
書
に
関

し
て
さ
ら
に
追
究
す
べ
き
点
は
ま
だ
さ
ま
ざ
ま
に
残
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、「
教
養
」
形
成

の
期
待
を
担
わ
さ
れ
た
「
地
域
割
り
」
叢
書
の
あ
り
方
を
振
り
返
る
時
、「
少
年
少
女
世
界
の
名

作
文
学
」
は
、
分
岐
点
に
た
つ
も
の
で
あ
っ
た
―
―
そ
れ
を
ま
ず
は
確
認
し
た
と
こ
ろ
で
、
今
回

の
検
証
を
締
め
く
く
る
こ
と
に
す
る
。

※

本
稿
は
、
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
（
Ｃ
）「
戦
後
の
少
年
少
女
向
け
翻
訳
叢
書
に
み

る
「
西
洋
」
と
「
東
洋
」
―
―
教
養
形
成
の
追
究
」（
課
題
番
号
２
３
５
２
０
４
１
８
、
平
成

二
三
年
度
〜
二
六
年
度
）
の
研
究
成
果
の
一
部
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

※

本
稿
の
骨
子
は
、
平
成
二
四
年
七
月
二
一
日
（
土
）
に
日
本
イ
ギ
リ
ス
児
童
文
学
会
西
日
本

支
部
講
演
会
（
於
・
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
大
阪
）
で
行
っ
た
講
演
「「
世
界
」
の
受
け
止
め

方
と
受
け
入
れ
方
―
―
戦
後
の
翻
訳
叢
書
と
少
年
少
女
の
「
教
養
」
形
成
―
―
」
の
な
か
で
発

表
し
た
。

※

前
巻
（
六
〇
巻
）
掲
載
の
小
稿
末
尾
に
記
載
し
た
日
に
ち
の
訂
正

内
容
の
骨
子
を
発
表
し
た
日
本
児
童
文
学
学
会
第
五
〇
回
研
究
大
会
の
第
一
日
開
催
は
、

正
し
く
は
二
〇
一
一
年
一
〇
月
二
九
日
（
土
）
で
あ
る
。
こ
こ
に
訂
正
す
る
。

分岐点にたつ「教養」的翻訳叢書
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少年少女世界の名作文学 巻数順 ２０１２０７１２

巻 発行年月日 配本
回数 内 容 解 説 読書のてびき

１ １９６５．１１．２０ １５ 古典編１ アラビアン＝ナイト、ワイナモイネン物語、ギリシア神話、ホメーロス物語 神津春繁 滑川道夫
２ １９６７．６．２０ ３４ 古典編２ 聖書物語、イソップ寓話、ニーベルンゲンの歌、ローランの歌、きつね物

語、中世騎士物語
上笙一郎 関 英雄

３ １９６７．５．２０ ３３ イギリス編１ ガリバー旅行記、ウェスト＝ポーリー探検記、トム＝ジョーンズ物語、マ
ザークース、ロビンソン＝クルーソー

白川 握 滑川道夫

４ １９６６．１１．２０ ２７ イギリス編２ シェークスピア物語、黄金の川の王さま、トム＝ブラウンの学校生活、ば
らと指輪、クリスマス＝カロルほか

白木 茂 滑川道夫

５ １９６８．５．２０ ４５ イギリス編３ 名犬クルーソー、水の子トム、ジェイン＝エア、ワーズワース詩、サイラ
ス＝マーナー、ポンペイ最後の日

酒井朝彦 滑川道夫

６ １９６５．３．２０ ７ イギリス編４ ロビン＝フッドの冒険、フランダースの犬、ふしぎの国のアリス、黒馬物語 本多顕彰 滑川道夫
７ １９６５．９．２０ １３ イギリス編５ 宝島、ジキル博士とハイド氏、幸福な王子、キップリング短編、ジャング

ル＝ブック
荒 正人 滑川道夫

８ １９６６．４．２０ ２０ イギリス編６ ソロモンの洞窟、ボートの三人男、シャーロック＝ホームズの冒険、失わ
れた世界

田中西二郎 関 英雄

９ １９６７．１２．２０ ４０ イギリス編７ ピーター＝パン、ラプラタの博物学者、人形の家、やみをぬう男、イノッ
ク＝アーデン、透明人間

山主敏子 関 英雄

１０ １９６６．７．２０ ２３ アメリカ編１ リップ＝バン＝ウィンクル、白鯨、ホーソン短編集、アンクル＝トムの小屋 白木 茂 滑川道夫
１１ １９６５．１．２０ ５ アメリカ編２ 若草物語、快傑ゾロ、こがね虫／ぬすまれた手紙 松本恵子 滑川道夫
１２ １９６５．６．２０ １０ アメリカ編３ トム＝ソーヤーの冒険、王子とこじき、はねがえる、リーマスおじさん 谷崎精二 関 英雄
１３ １９６６．１．２０ １７ アメリカ編４ オズの魔法使い、少女パレアナ、モヒカン族の最後、ホイットマン詩、ケ

ティ物語
本多顕彰 滑川道夫

１４ １９６４．９．２０ １ アメリカ編５ 小公子、小公女、秘密の花園、ワンダーブック 村岡花子 滑川道夫
１５ １９６６．１２．２０ ２８ アメリカ編６ 赤毛のアン、動物記、オー＝ヘンリー短編集、銀のスケートぐつ 山主敏子 関 英雄
１６ １９６７．２．２０ ３０ アメリカ編７ あしながおじさん、あの山越えて、白いきば、荒野の呼び声 西川正身 関 英雄
１７ １９６７．７．２０ ３５ アメリカ編８ ターザン物語、子じか物語、ハート短編集、スカラムーシェ 白木 茂 滑川道夫
１８ １９６８．８．２０ ４８ アメリカ編９ ベン＝ハー、怪物、わんぱく少年物語、アメリカ文学短編集、ドリトル先

生航海記
白木 茂 関 英雄

１９ １９６８．１．２０ ４１ フランス編１ ガルガンチュア物語、美女と野獣、ラ＝フォンテーヌ寓話集、マテオ＝
ファルコーネ、愛の妖精ほか

梅田晴夫 滑川道夫

２０ １９６４．１１．２０ ３ フランス編２ 三銃士、ああ無情、ペロー童話 河盛好蔵 滑川道夫
２１ １９６６．２．２０ １８ フランス編３ 巌窟王、学問のあるろばの話、いなか医者、モーパッサン短編、リラダン

短編、風車小屋だよりほか
佐藤正彰 関 英雄

２２ １９６４．１２．２０ ４ フランス編４ 家なき子、家なき娘、ボードレール詩、昆虫記、ルコック探偵 山内義雄 森久保仙太郎
２３ １９６５．７．２０ １１ フランス編５ 十五少年漂流記、八十日間世界一周、海底二万里、フィリップ短編、ポー

ルとビルジニイ
石川 湧 滑川道夫

２４ １９６６．９．２０ ２５ フランス編６ 奇巌城、博物誌、にんじん、ベルレーヌ詩、青い鳥、狭き門 新庄嘉章 滑川道夫
２５ １９６７．８．２０ ３６ フランス編７ ライオンのめがね、ばらいろ島、海の義賊、ジャン＝クリストフほか 宮崎嶺雄 関 英雄
２６ １９６８．１０．２０ ５０ フランス編８ デブの国 ノッポの国、モリエール短編集、少年少女、黄色のへや、シラ

ノ＝ド＝ベルジュラック
石川 湧 関 英雄

２７ １９６５．４．２０ ８ ドイツ編１ ほら男爵の冒険、ウィリアム＝テル、グリム童話、君よ知るや南の国、く
るみ割り人形

高橋健二 関 英雄

２８ １９６８．３．２０ ４３ ドイツ編２ 隊商、水晶、影をなくした男、たのしき放浪児、ファルーン鉱山、ゴッケ
ル物語、愛の一家ほか

相良守峯 滑川道夫

２９ １９６６．８．２０ ２４ ドイツ編３ アルプスの少女、沈鐘、人形使いのポーレ、みずうみ、メーリケ詩、フラ
ウ＝ゾルゲ

手塚富雄 関 英雄

３０ １９６７．９．２０ ３７ ドイツ編４ 悪童物語、アルト＝ハイデルベルク、レアンダー童話集、ファウスト、
クォ＝バディス

高橋義孝 森久保仙太郎

３１ １９６６．３．２０ １９ ドイツ編５ みつばちマーヤの冒険、ウィーンの老音楽師、車輪の下、兄と妹、メトロ
ポリス

国松孝二 滑川道夫

３２ １９６５．１２．２０ １６ ドイツ編６ バンビ、めくらのジェロニモ、チャペック短編、飛ぶ教室、点子ちゃんと
アントン

植田敏郎 関 英雄

３３ １９６５．５．２０ ９ ソビエト編１ 隊長ブーリバ、外とう、せむしの小馬、ルスランとリュドミラ、スペード
の女王、孤児ネルリほか

原 卓也 滑川道夫

３４ １９６８．９．２０ ４９ ソビエト編２ コーカサスのとりこ、トルストイ民話、カチューシャ物語、猟人日記、ア
ファナーシェフ童話集、罪と罰ほか

米川和夫 森久保仙太郎

３５ １９６８．２．２０ ４２ ソビエト編３ 金どけい、ゴーリキー短編集、父と子、チェーホフ短編集、チムールとそ
の隊員、信号、少女ベーラ

袋 一平 関 英雄

３６ １９６６．６．２０ ２２ ソビエト編４ 偉大なる王、十二月物語、白いむく犬、エセーニン詩、若き親衛隊 和久利誓一 関 英雄
３７ １９６７．３．２０ ３１ ソビエト編５ ビーチャの学校生活、サーカスのゴムまり小僧、ネズナイカ、石の花、町

からきた少女
福井研介 滑川道夫

３８ １９６４．１０．２０ ２ 北欧編１ アンデルセン童話、絵のない絵本、即興詩人、日なたが丘の少女、ペール
＝ギュント

矢崎源九郎 関 英雄

３９ １９６７．１１．２０ ３９ 北欧編２ ニルスのふしぎな旅、七人兄弟、ストリンドベリ童話集、トペリウス童話
集、北欧神話、バイキング物語

山室 静 森久保仙太郎

４０ １９６５．２．２０ ６ 南欧編１ ピノッキオ、ドン＝キホーテ、クオレ 杉浦明平 柳内達雄
４１ １９６８．７．２０ ４７ 南欧編２ チョンドリーノ、デカメロン、ベッケル短編、銀の島 岩崎純孝 滑川道夫
４２ １９６７．４．２０ ３２ 東洋編１ 三国志、ルバイヤート、大勇士ルスタム物語、韓国短編集、ジャータカ物

語、シャクンタラー
（４人） 関 英雄

４３ １９６７．１０．２０ ３８ 東洋編２ 水滸傳、故事成語・笑話集、中国現代短編集、神仙譚、中国詩選、剪燈新
話、聊斎志異

奥野信太郎 関 英雄

４４ １９６５．８．２０ １２ 東洋編３ 西遊記、古典短編集、宝のひょうたん、現代短編集 后藤有一 森久保仙太郎
４５ １９６６．５．２０ ２１ 日本編１ 古事記、風土記／日本霊異記、竹取物語、今昔物語／宇治拾遺物語／十訓

抄ほか、お伽草子、平家物語
高崎正秀 滑川道夫

４６ １９６５．１０．２０ １４ 日本編２ 太閤記、謡曲狂言物語、太平記、醒睡笑、椿説弓張月 福田清人 関 英雄
４７ １９６６．１０．２０ ２６ 日本編３ 義経記、西鶴名作集、日本芝居物語、徒然草、方丈記、しみのすみか、雨

月物語、東海道中膝栗毛
富田常雄 関 英雄

４８ １９６７．１．２０ ２９ 日本編４ 坊ちゃん、きのこ大夫、少年科学探偵、いたずら小僧日記、海底軍艦ほか
（短編多数）

滑川道夫 森久保仙太郎

４９ １９６８．６．２０ ４６ 日本編５ 次郎物語（第一部）、路傍の石 福田清人 滑川道夫
５０ １９６８．４．２０ ４４ 世界民話伝説集 ヨーロッパ編、エジプト・アフリカ編、アメリカ編、アジア編（含・日本） 関 敬吾 関 英雄
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